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　今回で35回目を迎えた輪気愛相（わきあいあい）スポーツ交
流会が10月24日（土）に横手市さかえ館で行われ、100名を超
える参加者が趣向を凝らした競技やゲームなどで交流しました。
この事業は障がい者とボランティアの代表者により企画・運営さ
れたもので、当日は中学生や高校生なども加わり、みんなで支え
あい、和気あいあいとした中でスポーツの秋を楽しみました。

お互いを思いやり 楽しく交流を！



わたしたち 未来を作る 主人公
鈴 木 愛

あ
唯
ゆ

（市立醍醐小学校５年）最優秀賞

ぼくたちが 未来の笑顔の 種をまく
高 橋　　凜

りん
（市立浅舞小学校６年）優 秀 賞

あいさつと えがおでかがやく 明るい未来
畠 山　　結

ゆい
（市立雄物川小学校４年）優 良 賞

たすけ合い みんなで開く 未来のとびら
築 山 理

り
歩
ほ

（市立大雄小学校５年）優 秀 賞

助け合う 笑顔と勇気で 明るい未来
齊 藤 光

こう
汰
た

（市立十文字第一小学校５年）優 良 賞

未来へと つないで行こう 地域の輪
柴 田 龍

り
空
く

（市立浅舞小学校６年）優 良 賞

　わたしたちの周りにはお年
寄りや体の不自由な方がたく
さんいます。学校の体験学習
で不便なことがあることを知
りましたが、わたしたちが少
しでも気をつけると安心して
生活できることにも気づきま
した。みんながすごしやすい

環境を作っていくのは、これから大人になるわ
たしたちなので、少しずつ興味を持っていきた
いです。

鈴 木 愛 唯さん（市立醍醐小学校５年）
小学生の部　最優秀賞受賞者

２社協だより３ 社協だより

平成27年度 横手市社会福祉大会
横手市社会福祉協議会合併10周年記念

　10月27日（火）、現在の横手市社会福祉協議会の誕生10周年を記念した「横手市社会福祉
大会」が、秋田ふるさと村ドーム劇場を会場に開催されました。
　横手市長様をはじめとするご来賓と、福祉関係者や市民の皆様など、多数のご参加をいただ
き、表彰等の式典や高校生による実践発表、人気落語家による特別講演を行いました。

みんな
が主役！ みんなでつくる 人にやさしいまち横手

※聞き書きボランティア…高齢者のお話を聞いて冊子にまとめ、その経験や知識などを後世に伝えていく活動で、話し手は
話すことで生きがいを感じ、聞き手は先人から様々なことを学ぶことができます。

福祉教育活動実践発表同
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
の
活
動
は
８
ペ
ー
ジ
の
「
ふ
く

し
な
人
た
ち
」
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
の
生
徒
よ
り
、
平

成
二
十
五
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
聞

※

き

書
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
、
活
動
の
目

的
や
内
容
、
感
想
な
ど
を
、
活
動
中
の
“
実
演
”

も
交
え
な
が
ら
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県立平成高等学校インターアクト部
「聞き書きボランティアについて」

本
年
度
、
表
彰
さ
れ
た
皆
様
は
次
の
方
々
で
す
。

〈
敬
称
略
〉

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
［
功
労
表
彰
］

▼
横　
手
：
今
泉
勝
美
、
日
野
恭
二
、
柴
田
幸
四
郎
、
七
尾
正
一
、

　
　
　
　
　

佐
藤
久
子
、
斎
藤
国
雄
、
小
原
辰
三
、
奥
井
清
一
、

　
　
　
　
　

小
松
詳
恵
、
阿
部
ア
イ
子
、
高
本
竹
二
、
菅
原
ト
シ
枝

▼
増　
田
：
高
橋
文
助
、
久
保
和
子

▼
平　
鹿
：
佐
々
木
朗

▼
雄
物
川
：
鈴
木
ハ
マ
子
、
佐
藤
周
一
、
佐
藤
治
夫
、
佐
々
木
幸
子

▼
大　
森
：
上
田
曻
一

▼
十
文
字
：
髙
橋
ミ
ヨ
ノ
、
五
十
嵐
功
、
鈴
木
い
せ
子
、
髙
階
聖
子

▼
大　
雄
：
中
安
利
一　

◆
長
年
の
福
祉
協
力
員
活
動
に
よ
る
功
績
が
顕
著
な
方

▼
横　
手
：
柴
田
康
裕
、
堀
江
茂
寿
、
佐
藤
淳
美
、
佐
藤
昭
生

▼
増　
田
：
今
川
キ
ミ
、
高
橋
郁
子

▼
十
文
字
：
黒
澤
鐡
夫

◆
長
年
の
社
会
奉
仕
活
動
に
よ
る
功
績
が
顕
著
な
方

前
田
禮
子
（
横
手
）、
松
村
忠
（
横
手
）、

齋
藤
松
四
郎
（
十
文
字
）、
戸
田
和
郎
（
大
雄
）

◆
長
年
に
わ
た
り
本
会
評
議
員
と
し
て

　
　
　
　
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樽
見
内
地
域
資
源
保
全
委
員
会

平
寿
苑
夢
ギ
ャ
ラ
リ
ー
運
営
委
員
会

◆
社
会
奉
仕
活
動
に
よ
る
功
績
が
顕
著
な
団
体

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
［
善
行
表
彰
］

被 彰 ご表 の者 紹 介
　

平
成
六
年
、
健
康
づ
く
り
と
交
流
を
目
的

と
し
た
地
域
の
集
い
の
場
「
よ
つ
ば
会
」
の

創
設
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
後
も
長
年
に
わ

た
っ
て
会
の
運
営
や
保
健
師
の
経
験
を
活
か

し
て
健
康
管
理
指
導
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
に
継
承
さ
れ

た
現
在
も
、
世
話
人
と
し
て
精
力
的
に
活
動

を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
川
キ
ミ
さ
ん

（
増
田
）

功
労
表
彰

被
表
彰
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
樽
見
内
地
域

資
源
保
全
委
員
会

（
平
鹿
）

善
行
表
彰

被
表
彰
団
体

　

平
成
十
九
年
よ

り
、
環
境
保
全
や

地
域
の
交
流
な
ど

を
目
的
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
伝
統
芸
能

の
継
承
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問
活
動
、
農

作
物
づ
く
り
を
通
し
た
子
ど
も
た
ち
の
心
を

育
む
活
動
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
心
が
け
な
が
ら
、
地
域
の

活
性
化
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

テーマ 「未来（みらい）」 応募総数 3,156 作品対 象 小学生（４～６年生）、中学生
福祉（しあわせ）の標語入選作品・入選者平成27年度 （敬称略）

小

生
学

の
部

この町の しあわせな笑顔 いつまでも
竹内 ひかる（市立横手南中学校２年）最優秀賞

まず一歩 あなたができる 思いやり
齋藤 日

ひ
向
な

子
こ

（県立横手清陵学院中学校１年）優 秀 賞

育てよう 未来を創る 福祉の輪
齋 藤　　涼

りょう
（市立平鹿中学校１年）優 良 賞

ありがとう 輝く未来 感謝から
菅 原　　紋

あや
（市立十文字中学校２年）優 秀 賞

差しのべる この手は未来を つくりだす
平 石 愛

あ
純
ずみ

（市立横手南中学校１年）優 良 賞

おもいやり 重ねていけば 明るい「あした」
佐々木 琉

る
花
か

（市立横手南中学校３年）優 良 賞

　私の地域の人々は、いつも
あたたかな笑顔で私たちを見
守ってくださり、それがとて
もうれしいし居心地の良さを
感じています。みんなを幸せ
にするこの笑顔がずっと続い
て欲しいとの願いを込めて標
語を作りました。私が幸せに

してもらった分、これからはもっと地域が明る
くなるような雰囲気を積極的に作っていきたい
です。

竹内ひかるさん（市立横手南中学校２年）
中学生の部　最優秀賞受賞者中

生
学

の
部

　テレビ番組でもご活躍中の人気落語家：
三遊亭小遊三氏による特別講演では、ご
自身の経歴などを中心に笑いどころたっ
ぷりのお話で、会場を大いに楽しませて
いただきました。



４社協だより５ 社協だより つなげよう みんなの笑顔 未来まで思いやり えがおで声かけ たすけあい

戸波地区いきいきサロン（増田）
　

高
齢
者
の
参
加
が
多
い
こ
と
か

ら
、
健
康
体
操
や
脳
ト
レ
な
ど
の

介
護
予
防
を
中
心
と
し
た
内
容
の

ほ
か
、
地
域
の
福
祉
課
題
の
発
見

と
「
共
助
」
に
よ
る
解
決
に
向
け

た
座
談
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
サ
ロ
ン
は
、
交
流
と

情
報
交
換
の
場
と
し
て
地
域
に
根

付
い
て
い
ま
す
。
今
は
高
齢
者
が

主
な
参
加
者
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
幅
広
い
世
代

が
参
加
し
、
地
域
の
こ
と
を
み
ん

な
で
考
え
る
場
と
し
て
定
着
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

内
藤
郁
子
さ
ん

代
表
世
話
人
…

上大見内地区いきいきサロン（雄物川）
　

介
護
予
防
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
開
催
し
、
西
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
よ
り
、
普
段
の

生
活
で
で
き
る
こ
と
や
気
を
つ
け

る
べ
き
と
こ
ろ
な
ど
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
時
期
、
体
調
を
崩
し
て
サ
ロ

ン
を
辞
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
の
応
援

と
協
力
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
健
康
体
操
や
み
ん
な
で

い
っ
ぱ
い
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
、

次
回
が
と
っ
て
も
待
ち
遠
し
い
楽

し
い
サ
ロ
ン
で
す
。

　10月22日（木）、市と一体的に策定した「横
手市地域福祉計画・地域福祉活動計画」の第１
回推進委員会がかまくら館で開催され、委員へ
の委嘱状交付や今後の進め方などの説明が行わ
れました。
　この委員会は、当市における福祉の方向性を
示した計画を基に、各種取り組みへの提言や評
価などを行うもので、市内の福祉関係機関・団
体をはじめ、NPO、地域づくり協議会、教育
委員会、商工会、農協など、様々な分野で組織
され、幅広く意見をいただくこととしています。
　また、高齢者や障がい者、子育ての各計画と
も連携を図ることとしており、福祉に携わるあ
らゆる分野が手を取り合いながら、市民の皆様
や地域と共に、地域福祉の推進をめざしていき
ます。

委嘱された14名の皆様と共に地域の福祉を推進して参ります

横手市地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会
分野を越えた福祉の推進のために

　11月４～５日、横手市消防署山内分署と合
同で高齢者世帯への訪問活動を行いました。
　今回は７世帯への訪問でしたが、春からお一
人暮らしの世帯など計37世帯に訪問しており、
生活で不便なことがないか、緊急時の連絡先や
火の元は安全かなどを確認しているほか、福祉
サービス等の質問にもお答えしています。
　今回の訪問では、外出や近隣と交流する機会
が少ない方もおり、お話し相手として会話を楽
しんでいただいたほか、訪問を知った近所の方
が「うちにも来てほしい」との声もありました。
　冬が近づくにつれて、火の取り扱いが増える
ほか、降雪による除雪や外出機会の減少などの
心配ごとも増えていくと思いますので、今後も
安全・安心な暮らしにつながる訪問活動に取り
組んでいきます。

アウトリーチ事業（訪問活動）
火のもと確認が元気のもとに

山　内

　９月10日（木）、大森小学校１年生の児童が
前田地域いきいきサロンを訪れ参加者と交流し
ました。
　児童たちは、学習発表会で発表した寸劇と歌
を披露し、慣れない環境で緊張したせいか、劇
の途中でセリフを忘れてしまうこともありまし
たが、参加者の温かい声援や拍手で最後まで演
じることができました。最後には、サロン参加
者からお菓子や手作りの交通安全のお守りをプ
レゼントされると、児童たちはみんな笑顔に。
　同校では、毎年、地域の福祉施設で歌や踊り
などの演芸ボランティア活動を行っており、昨
年度からはサロンに出向いて地域の方々と交流
を深めています。「また交流したい」との声が
聞かれ、児童や参加者にとって有意義な交流会
になったようです。　

大森小学校ボランティア活動
児童がいきいきサロンと交流

大　森

十文字康寿館 雄水苑

交  流  日  記

い いき き
サロン

わたしの
まちの

　

地
元
の
園
児
や
増
田
高
校
生
、

福
祉
団
体
会
員
な
ど
約
八
十
名
が
、

ふ
れ
あ
い
農
園
で
さ
つ
ま
芋
の
収

穫
を
通
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

世
代
間
交
流

「
ふ
れ
あ
い
芋
掘
り
体
験
」

　

秋
の
味
覚
ま
つ
り
と
し
て
サ
ン

マ
や
焼
き
芋
な
ど
旬
の
味
を
堪
能

し
、「
長
生
き
す
る
と
え
え
こ
と

あ
る
な
～
」
と
好
評
で
し
た
。

秋
の
味
覚
ま
つ
り

　

い
つ
も
笑
顔
で
接
し
て
く
だ
さ

る
セ
ツ
さ
ん
の
一
〇
三
歳
の
お
誕

生
日
を
ご
利
用
者
の
皆
様
と
職
員

で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

島
津
セ
ツ
さ
ん

一
〇
三
歳
の
お
祝
い

秋
川
和
子
さ
ん

代
表
世
話
人
…

子どもたちの一生懸命な姿を温かい笑顔で見守っていました

火の元の安全確認や生活の状況についてお伺いしました

10.9 金

10.15 木10.7 水9.4 金

福祉座談会の様子



　

降
雪
期
間
に
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い

者
世
帯
な
ど
の
除
雪
活
動
に
参
加
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
対
象
／
除
雪
作
業
が
で
き
る
個

人
、
団
体
、
企
業
な
ど

◆
活
動
期
間
／
お
よ
そ
十
二
月
～
三
月

の
降
雪
期
間
中
（
随
時
）

◆
活
動
内
容
／
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い

者
世
帯
等
の
家
屋
周
辺
で
の
除
雪
作

業
※
雪
下
ろ
し
や
危
険
と
判
断
さ
れ
る
作

業
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
活
動
条
件
／
社
協
に
登
録
の
上
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
除
雪
用
具
／
原
則
、
ス
コ
ッ
プ
や
ス

ノ
ー
ダ
ン
プ
を
持
参
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
／

　

本
部
地
域
福
祉
課
☎
36

－

５
３
７
７

又
は
最
寄
り
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

地
域
や
学
校
、
企
業
が
企
画
す
る
福

祉
講
座
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◆
メ
ニ
ュ
ー
／
高
齢
者
の
疑
似
体
験
、

車
い
す
や
点
字
、
手
話
体
験
、
介
護

技
術
体
験
、
共
同
募
金
の
説
明
な
ど

◆
申
込
期
間
／
随
時
受
付
し
て
い
ま

す
。

※
開
催
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
／
最
寄
り
の
福
祉
セ

ン
タ
ー
又
は
本
部
地
域
福
祉
課

☎
36

－

５
３
７
７
ま
で

　

県
で
は
、
来
年
一
月
十
六
日
か
ら
二

十
四
日
ま
で
を
「
秋
田
県
雪
害
事
故
防
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６社協だより７ 社協だより
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し
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次号（1月１日発行予定）
テーマは…「団らん」

　寒い季節、家族や仲間同士
でこたつを囲む団らんの様子
が浮かんできます。次号の
テーマは「団らん」です。

【応募方法】
作品（１人２点まで）と氏名（ペン
ネーム可）、連絡先をご記入の上、
ハガキやFAX、メール等でご応
募ください。（様式は問いません）

〒013－0072
横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会

「ふくし川柳」係
FAX：36－5388
e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
 【締切日】
  平成27年12月18日（金）

たくさんの応募作品の中から数点をご紹介いたします。（順不同）

福
祉
を
詠
め
ば
福
来
た
る

つながり
テーマ

除
雪
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ィ
ア
の
募
集

ふ
く
し
出
前
事
業
の
お
知
ら
せ

秋
田
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

ありがとうございました
平成27年９月１日～10月31日受付分

※善意は寄付金や物品等をお寄せいただいた皆様、
ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹
介しております。

善意

「もっと詳しく知りたい」
「こんな場合はどうしたらいいの」
　 などご相談がありましたら、
　 お気軽に最寄りの福祉センターに
　お問い合わせください。

小さな手 みんなでつなげば 大きな輪

お
知
ら
せ
ノ
ー
ト

Q 買い物に行くのが大変…、
ケガをして家事ができない…
A 65歳以上の自立と認定さ
れた方にヘルパーを派遣する

「生活管理指導員派遣事業」があります。また、
安否確認を兼ねて夕食をお届けする「配食サービ
ス事業（要支援利用可）」もあります。

Q 自宅以外で過ごせるサービスはないのかな？
A 一人暮らしや日中自宅に一人となる60歳以上
の自立と認定された方が利用できる自立者支援通

所事業（通称：ミニデイサービ
ス）があります。主にレクリエー
ションや季節の行事、健康体操・
講話のほか、昼食交流や入浴など
も行っています。

Q 緊急時に対応してくれるサービスは無いの？
A 「ふれあい安心電話事業（要介護、要支援利
用可）」があります。主に65歳以上の一人暮らし
の方を対象に、各種相談や緊急時（病気やケガ、
災害時など）に24時間体制で対応しています。

介護保険が
　 非該当でも
　 使えるサービスは
　　無いの？

得
説く

解く

相談室

※各福祉センターの連絡先は８ページに掲載
しています。

次回は…
　「デイサービスってなに？

どんなところなの？」

各事業を利用するためには
横手市の決定が必要です。

　本会が運営する特別養護
老人ホームやデイサービス
で働く看護職員を募集して
います。
※詳細については下記へお問い
合わせください。

看護職員
募　集

● お問い合わせ ●

本部総務課 ☎ 36－5377
人事担当：佐藤
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●朝友会様
●萌芽笑天様
●今宿上町内会様　

【大森福祉センター受付】
●銀杏同窓会大森支部様

【十文字福祉センター受付】
●石　田　　　正様（増田・上町）
●鈴　木　　　繁様（下今泉）
●佐々木　　　淳様（増田・平真）
●艶歌嘉舞義会様
●浅舞感恩講保育園様
●わかば会様
●扇佳流様
●羽後中学校吹奏楽部様
●アンダンテの会様　

【山内福祉センター受付】
●柴　田　和　義様（土　渕）
●山内地域老人クラブ連合会様

【大雄福祉センター受付】
●加　藤　藤　子様（東団地）
●父ちゃんの楽校様
●三門流様
●ひまわり会様
●川西婦人会様

【平寿苑受付】
●明治安田生命横手営業所様
●ＮＰＯ法人樽見内地域
　　　　　資源保全委員会様
●樽見内保育園様
●傾聴ボランティアささやき様
●平寿苑草刈隊様

●田中ボランティアグループ様
●平鹿中学校２年４組様
●アンダンテの会様

【雄水苑受付】
●佐　藤　昭　逸様（東　里）
●四　関様（上西野）
●傾聴ボランティアひまわり様
●アンダンテの会様
●雄物川地域老人クラブ連合会様
●雄物川小学校４年生一同様
●雄川大学学生一同様
　　
【憩寿園受付】
●熊　谷　秋　夫様（梨　木）
●傾聴ボランティアささやき様
●よこて市商工会女性部様
●よねや商事㈱様
●スーパーモールラッキー様
●北日本コンピューターサービス㈱様
●植田小学校様

【横手福祉センター受付】
●村　上　　　陸様（寿　町）
●安　藤　詔　子様（上真山）
●鈴　木　由紀子様（平鹿・浅舞）
●佐　藤　良　子様（南　町）
●詩　吟様
●おはなし大すきの会様
●新日本舞踊扇佳流優扇会様
●朝友会様
●萌芽笑天様
●横手歌謡会様
●ひばり歌謡会様
●金沢保育園様
●三門流かまくら舞踊会様
●横手市勤労者互助会女性部様
●金沢民謡同好会様
●ふれあいフェスティバル

フリーマーケット参加者様
●横手介護ボランティアの会様
●立正佼成会横手教会法輪クラブ様
●よねや双葉店様
●横手南中学校様
●横手高校定時制３年Ｂ組様　

【増田福祉センター受付】
●石　田　　　正様（上　町）
●土　谷　キ　エ様（本　町）

【雄物川福祉センター受付】
●奥　山　昭　男様（下西野）
●佐々木　アヤ子様（矢　神）
●鈴　木　江里子様（大雄・田根森）
●雄物川地域老人クラブ連合会様
●雄物川相撲甚句声友会様
●ブルーサルビア様
●花の会様
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８社協だより

横手市社協だより

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー
雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283
TEL.56－2072

大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー

TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009
TEL.52－3311

特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072横手市卸町5番10号　TEL.0182－36－5377　FAX.0182－36－5388
E-mail shakyou5@agate.plala.or.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377

ふ し 人く な たち

地域で福祉活動や地域貢献活動などを行っている個人、団体、企業等の情報をお寄せください。
掲載数等により紙面の大きさが変わることがありますが、皆様の活動を紹介させていただきます。

横手市社会福祉大会 被表彰者・実践発表校の活動から

　平成13年10月からハーモニカ演奏ボランティ
アを続けられている堀江茂寿さん。
　きっかけは、退職を前にした頃に職場の事業
で演奏したことでした。決して上手い演奏では
なかったとのことですが、大変喜ばれたことが
忘れられず、今後の生きがいとして地域に喜ば
れる活動をしたいとの想いもあり、退職を機に
１年半指導を受け、活動をスタートしました。
　当初は年間15ヵ所ほどだった活動も、現在は
いきいきサロンや施設、病院など40～50ヵ所に
増え、今年９月には500回目となる活動を行い
ました。
　平成19年からは民謡の演奏も行うようにな
り、季節や行事に合わせた曲を披露しています
が、演奏に合わせて歌っていただくと、反対に
皆さんから元気をもらっているとのことでした。
　「自分が演奏する音色で益々元気になったり、
一時でも安らぎを感じていただきたい。体が続
く限り活動を続けていきたい」と語る堀江さん。
これからも、地域を元気にする音色を奏でてく
ださるのではないでしょうか。

堀 江 茂
しげ

寿
ひさ

さん（横手） 秋田県立平成高等学校
インターアクト部

　15名の部員が所属している「平成高等学校イ
ンターアクト部」は、社会奉仕活動などを通し
て地域に貢献しており、地元の保育所や高齢者
施設での福祉活動、各種募金活動への協力など
を行っています。
　現在、一番力を注いでいる「聞き書きボラン
ティア」の取り組みでは、地域のいきいきサロ
ンを訪問して実践を重ねています。経験のない
ことのお話や方言を理解することの難しさを感
じながらも、積極的にコミュニケーションを取
りながら“聞く力”を養っています。
　この活動の実践発表が行われた社会福祉大会
では「お話を聞き終わるとお年寄りとの距離が
縮まった気がしてうれしいし、お話してくれる
お年寄りもいきいきとした表情で喜んでくだ
さっているのがわかります。完成した冊子を直
接お渡しする際は、心と心がふれあい感動しま
した」と活動の感想などを伝えてくれました。
　今後も、生徒の皆さんが様々な経験を積み重
ねながら成長し、地域に貢献し続けてくれるこ
とを期待しています。

十
一
月
三
日（
火
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動
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金
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